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【短報】愛媛県東予地域のヨツモンカメノコハムシ
愛 媛 県 に お け る ヨ ツ モ ン カ メ ノ コ ハ ム シ

Laccoptera quadrimaculata （Thunberg） の記録は，越
智・吉富 （2016），安田 （2016），および吉富 （2019） 
により報告されており，沿岸地域の低標高地を中心
に南予地域から中予地域に分布を拡大していること
が判っている．おそらく，高知県西部から侵入した
個体群が徐々に分布拡大しているものと想定される．
重藤ほか （2020） は日本国内の記録を纏めており愛
媛県東部からも記録されていると書いているが，実
際には愛媛県東部 （東予地域） ～香川県にかけての
四国の瀬戸内東部地域では正式には記録されていな
い．なお，徳島県からは大原・山田 （2020） によっ
て記録された．

サイエンスキャンプ～愛媛大学編～ （東予東部圏
域振興イベント「えひめさんさん物語」） が 2019 年
9 月 21 ～ 22 日に西条市ふれあいの里で行われた．
ここで講師を務めた吉富は，東予地域にいずれ入っ
てくる可能性がある昆虫類数種を紹介し，市民参加
型の調査の必要性を訴えた．特にノアサガオとサツ
マイモをチェックすることにより調査が行えるヨツ
モンカメノコハムシは，調査も容易で誰でも行える
のですぐに調べて欲しいと話した．サイエンスキャ
ンプの終了後，参加者たちがそれぞれの地域で調査
を行ったところ，複数地点で生息が確認され，すで
に東予地域にはヨツモンカメノコハムシが広く入り
込んでいることが判明した．以下に確認地点，確認
日，および確認者を記す．すべてノアサガオから得
られたものである．なお，一部は採集して標本を保
管しているが，多くは写真撮影のみで採集はしてい
ない．図 1 にこれまでの愛媛県の記録を纏めておく．

東温市南方 1206，2. X. 2019，上田かおり；東温
市南方 750，2. X. 2019，上田かおり；西条市黒瀬乙，
22. IX. 2019，金子真琴；西条市福武，30．IX. 2019，
金子真琴；西条市福成寺，25. X. 2019，山本貴仁；
四国中央市土居町天満，26. X. 2019，河端ななみ；
四国中央市土居町中村，11. X. 2019，吉富博之．

東予地域の今治市と新居浜市では調査を行ったも
のの今のところ確認できていない．また，今回は示
していないがノアサガオが生育していてもヨツモン
カメノコハムシが未侵入の場所が多く，当該地域で
は侵入初期であると考えられる．分布拡大の状況か
ら考えて，香川県にも侵入している可能性が高いと
考えられ，早急の調査が望まれる．

本報告はサイエンスキャンプ参加者がデータを持
ち寄り代表して吉富が取り纏めたことを特記してお
く．末筆ながら，サイエンスキャンプの実施ならび
にデータの取り纏めにご協力頂いた NPO 法人西条
自然学校の山本貴仁氏にお礼申し上げる．
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（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）

【短報】九州におけるムキヒゲホソカタムシ 4種の
記録

記録の少ない微小なムキヒゲホソカタムシ科甲虫
4 種について，筆者らは今までに記録のないと思わ
れる地域で採集しているため，頂いたデータと合わ
せて以下に報告する．なお，以下に記録する個体は
いずれも良好な照葉樹林内において，広葉樹立ち枯
れの噴霧法で得られたものである．

本稿を作成するにあたり，ヒメミスジホソカタム
シの貴重な採集データを提供してくださった西真弘
氏 （奄美市） 並びに標本を検鏡する機会をくださっ
た秋田勝己氏 （津市），九州における記録について
ご教示くださった今坂正一氏 （久留米市），一部調
査に同行させていただいた笹岡康則 （宮崎市） に深図 1．愛媛県におけるヨツモンカメノコハムシの分布状況．
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くお礼申し上げる．

1）イノウエホソカタムシ Antibothrus morimotoi Sasaji, 
1997

本種は福井県および三重県の標本に基づいて記載
された種であり （Sasaji, 1997），国内では本州，九
州，屋久島に分布し （久保田，2010；大塚・角島，
2012；青木，2017 など），国外では韓国およびア
メリカ合衆国のオハイオ州からの記録が知られる

（Mcelrath et al., 2016; Lee et al., 2017）．これらは衝
突板や連続漏斗トラップ，羽化トラップなどで得ら
れているほか，久保田 （2010） はシキミ枯死木から
の羽脱を報告している．

九州本土においては福岡県の大根地山 （城戸，

2020），大分県の黒岳 （城戸，2004；堤内，2014） お
よび宮崎県の大森岳 （笹岡，2014） から記録されて
おり，以下は宮崎県から 2 例目の記録となる． 
　 1 ex. （図 1），宮崎県都城市夏尾町，6. IV. 2019，

伊藤採集，保管．

2）ミナミミスジホソカタムシ Leptoglyphus orientalis 
Grouvelle, 1906

青木・平野 （2008） はタナカミスジホソカタムシ
という和名で L. orientalis Grouvelle, 1906 を日本から
初記録した．しかし後に，日本の南西部に生息する
種が真の L. orientalis であるとしてミナミミスジホ
ソカタムシという和名で改めて記録され，奈良県を
中心とする日本中部に生息する種はタナカミスジホ
ソカタムシ L. tanakai として新種記載された （Aoki, 
2011）．

ミナミミスジホソカタムシは国内では九州 （鹿児
島県），下甑島，屋久島，種子島に，国外ではイン
ドネシアのスマトラ島およびジャワ島に分布する 

（青木，2013）．本種は下甑島と屋久島では多数採集
されているが （Aoki, 2011；久保田，2012），九州本
土からはほとんど記録されておらず，鹿児島県薩
摩川内市川永野における記録のみが知られている  

（Aoki, 2011）．以下は，宮崎県初記録および鹿児島
県北東部からの記録である．なお，以下の宮崎県綾
町の記録は，同地における入林許可証を持つ笹岡康
則氏の調査に同行した際のものである．
　4 exs., 宮崎県東諸県郡綾町北俣 綾南川沿 , 17. V. 

2019, 伊藤採集，保管 ; 15 exs. （図 2），鹿児島
県曽於市末吉町 南之郷 , 11. VIII. 2019，中野採
集，保管．

3）ホソミスジホソカタムシ Leptoglyphus kubotai 
Aoki, 2011

本種は鹿児島県の屋久島および伊豆諸島の三宅
島で採集された個体を基に記載され （Aoki, 2011），
その後は屋久島で度々採集されているほか （久保
田，2012），最近になって宮崎県や南西の島嶼域に
分布することが報告された （笹岡，2018；中野ら，
2019）．

笹岡 （2018） および生川 （2018） による宮崎県綾町
からの記録以外に九州本土における本種の採集記録
はなく，以下は鹿児島県本土初記録となる．
　 2 exs., 鹿児島県曽於市末吉町 南之郷，11. VIII. 

2019，中野採集，保管；2 exs., 鹿児島県肝属郡
肝付町後田 甫与志岳麓，14. VI. 2018，伊藤採集，
保管；96 exs., 同，13. VIII. 2019，中野採集，保
管；71 exs. （図 3），同，16. VIII. 2019，中野採集，

図 . 1–4．九州産ムキヒゲホソカタムシ．1，イノウエホソカ
タムシ；2，ミナミミスジホソカタムシ；3，ホソミス
ジホソカタムシ；4，ヒメミスジホソカタムシ．スケー
ルバーはすべて 0.5 mm．
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保管；3 exs., 同，19. IV. 2020，伊藤採集，保管． 

4）ヒメミスジホソカタムシ Leptoglyphus sasaokai 
Narukawa, 2019

本種は宮崎県および鹿児島県の屋久島で採集さ
れた個体をもとに記載された種であり （Narukawa, 
2019），体長 1.5 mm ほどで，日本産同科最小の種で
ある．本種は触角第 1 節に顕著な毛束を有する，上
翅間室に点刻を有さないなどの特徴から他種と容
易に区別することができる （Aoki, 2011; Narukawa, 
2019）．

以下は，鹿児島県本土および奄美大島初記録とな
る．
　 1 ex. （図 4），鹿児島県肝属郡肝付町後田 甫与志

岳麓，16. VIII. 2019，中野採集，保管；1 ex., 
同，19. IV. 2020，伊藤採集，保管；1 ex., 鹿児
島県大島郡 （奄美大島） 住用町 タカバチ山，6. 
X. 2017，西真弘採集，秋田勝己保管 （標本識別
番号：KAC 139789）．
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【短報】対馬におけるミユキシジミガムシの記録
ミ ユ キ シ ジ ミ ガ ム シ Laccobius （Laccobius） 

inopinus Gentili, 1980 は，国内において本州，四国，
九州および屋久島に分布している （上手，2007；中
島ほか，2020）．池沼周辺の湿地帯，休耕田，放棄
水田など比較的浅
い水域を好むが，開
発や乾燥化などの
影響で生息環境が
減 少 し， 環 境 省 版
レッドデータブッ
クでは準絶滅危惧 

（NT） として掲載さ
れ て い る （ 環 境 省 

（編），2015）．筆者
は対馬において本
種を採集している
の で， こ こ に 記 録
しておきたい． 

1 ♂，長崎県対馬市上県町志多留田ノ浜，9. VII. 
2018，上手雄貴・上手奈美採集，上手雄貴保管 （図 1）．

水田地帯の一角にあった湿地において採集した． 
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図 1．対馬産ミユキシジミガムシ．


